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４つの CO コンドライト (Y-790992, Y-791717, Y-82094 and ALH-77003) と２つの L3 コンドライト (ALH-77167 

and ALHA-78119) について希ガス同位体分析を行った。これらの隕石は地球大気に比べ同位体的に軽い窒素（-100
から-200 パーミル）を持っていることがわかっており、それと関連のある捕獲起源希ガスを探すことが目的のひ
とつである。分析の結果、これらにはコンドライトに広く含まれる Q gas のほか、Ar/Xe 比が高いことで特徴づけ
られる subsolar gas の傾向を持つ成分が含まれていることがわかった。最も高い 36Ar/132Xe 比は 380（ALHA-77167
の 1100 度 C）であった。この希ガス成分と軽い窒素が関連あると思われる。 
 
 
コンドライト隕石中の主要な始源的希ガス成分には、（１）phase-Q に存在する Q gas や（２）Q gas に比べ高

い Ar/Xe 比で特徴づけられる subsolar gas（または Ar-rich gas）がある。炭素質コンドライトや普通コンドラ
イトでは前者が、エンスタタイトコンドライトでは後者が卓越している場合が多いが、炭素質コンドライトや普通
コンドライトの中にも Q gas に比べ高い Ar/Xe 比をもつ希ガス（しかしエンスタタイトコンドライトに見られる
subsolar gas の Ar/Xe 比よりは低い）成分が顕著に含まれているものもある。これは CO コンドライトに比較的多
く見られる。Kiyota et al. (2000) では４つの CO コンドライトについて N, Ne, Ar 分析を行い、200℃から 1200℃
までの段階燃焼法によるガス抽出において、700℃付近と 1100℃付近でδ15N の低い窒素（軽い窒素）が放出され、
かつこれらの温度では多量の 36Ar が放出される、ということを報告している。粉末にして塩酸処理した試料では
軽い窒素も 36Ar も８割から９割が失われてしまうので、これらは Q gas ではなく、また Q gas とは化学的性質が
異なっている。これと同様な特徴（軽い窒素と多量の 36Ar）を持つ隕石が ALHA-77214 ほか８個の普通コンドライ
トにも見いだされており（Sugiura et al., 1998）、まとめて ALHA77214-type と名付けられている。今回は、Kiyota 
et al. (2000) で分析された４つの CO コンドライト (Y-790992, Y-791717, Y-82094 and ALH-77003) と窒素同位
体組成の特徴から ALHA-77214-type と分類された２つの L3 コンドライト (ALH-77167 and ALH78119) について希
ガス分析を行い、その特徴を調べた。希ガスは真空中での段階加熱（700, 900, 1000, 1100, 1200, 1300, 1500, 
1700℃）で抽出し、希ガス用質量分析装置 modified- VG5400 にて He から Xe まで同位体分析を行った。 
Ar, Kr, Xe の抽出パターンは Y-82094 を除くと類似していた。Y-82094 は他に比較して、希ガス放出温度のピー

クが高温側にあり、Ar-Xe の含有量は～２倍以上、Ar/Xe 比は低かった。これは Q gas 成分が多く含まれていたた
めと思われる。以下ではこの隕石を除いて特徴をまとめる。各隕石での全岩希ガス量は 36Ar=(4.8-12)E-7, 
84Kr=(3.7-8.3)E-9, 132Xe=(3.2-6.2)E-9 ccSTP/g で、Ar ではこのうちの約 80%が、Xe では約 40-60%が 1100℃を
ピークとする 1000℃から 1200℃の範囲で放出された。Ar/Xe 比もこの温度範囲では高く、1100℃では 230 
(ALHA-78119) から 380 (ALHA-77167) 程度であった。これが段階燃焼法での分析で"軽い窒素と相関していた Ar"
成分であり、すなわち軽い窒素は高 Ar/Xe 比で特徴づけられる subsolar gas 的な成分と関連があると思われる。
38Ar/36Ar 比は 0.19 付近で、最も高い Ar/Xe 比を示す ALHA-77167 の 1100℃では 0.1894+/-0.0006 であった。Xe
同位体組成は、900℃で Xe-HL が顕著に見えるほかは Xe-Q（700℃では地球大気 Xe）に近いものであった。 
このような希ガスの捕獲されている場所については今後明らかにしていかなければならない。現在わかってい

るのは酸処理により失われるということと真空中の段階燃焼では 1100℃付近で放出されるということである。こ
の成分の Ar/Xe 比は Q gas と比較すると高いが、solar gas と比較するとずっと低い（軽い同位体的が相対的に少
ない）。38Ar/36Ar 比も solar の値に比べると軽い同位体が少ない。窒素同位体は solar の値がはっきりしていな
いのであるが、月のレゴリスにたたき込まれた太陽風の窒素はδ15N < -240‰とかなり軽いことが最近の研究でわ
かってきている（Hashizume et al., 2000）。従って隕石形成時の solar 15N/14N 比は非常に小さく、それに比べ
るとこれらの隕石中の窒素は軽い同位体に少ないかもしれない（しかし地球大気はもっと軽い同位体が少ないので、
δ15N-air では negative の値になる）。Solar gas から軽い同位体に欠乏するような物理過程を経てこれらが取り
込まれた可能性が考えられる。 
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